
79野菜情報 2016.11

４　価格・コスト動向
主に加工用に仕向けられる露地栽培のト

マトの平均生産者販売価格は、直近の
2014年で前年比9.0％安の１キログラム
当たり0.44ユーロ（51円）となった（表
６）。ここ数年は、同0.4〜0.5ユーロ（46

〜58円）程度で推移しており、2013年
および2014年は特に平均的な水準となっ
た。

なお、本稿中の為替レートは、１ユー
ロ＝ 115円（９月末日ＴＴＳ相場：１ユー
ロ＝ 114.86円）を使用した。

生産者販売価格は、トマト加工業者が加
盟する北部のイタリア食品生産工業協 
会（AIIPA） や 南 部 の 野 菜 ジ ャ ム 協 会

（ANICAV）などが、需給動向などを見な
がらシーズンごとに生産者団体（ＰＯ）と

交渉して決定する。
業界紙によると、長トマトの生産コスト

は、主産地であるプーリア州フォッジア県
の農家の2014年の試算で、10アール当た
り1106ユーロ（12万7190円）となった

イタリアのトマトの生産状況および
トマト加工品の生産、輸出動向（後編）

調査情報部

【要約】
世界第３位の生産量を誇り、日本市場で大きなシェアを占めるイタリアのトマト加工品の生産

について、前月号（2016年10月号）では加工用トマトの生産状況と合わせて報告した。引き
続き今号では、同国のトマト加工品の価格・コスト動向や、日本向けも含めた輸出の動向につい
て報告する。

表６　トマトの生産者価格の推移
� （ユーロ／キログラム）

年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均
（露地栽培）
2010 ─ ─ ─ ─ ─ 0.64 0.43 0.39 0.39 0.30 ─ ─ 0.43 
2011 ─ ─ ─ ─ ─ 0.52 0.38 0.37 0.39 0.47 ─ ─ 0.43 
2012 ─ ─ ─ ─ 0.51 0.58 0.52 0.49 0.55 0.59 ─ ─ 0.54 
2013 ─ ─ ─ ─ 0.59 0.56 0.46 0.43 0.42 0.44 ─ ─ 0.48 
2014 ─ ─ ─ ─ 0.58 0.50 0.42 0.38 0.38 0.38 ─ ─ 0.44 

（ハウス栽培）
2010 0.86 1.05 1.08 0.95 0.57 0.44 0.25 0.22 0.26 0.42 0.62 0.85 0.63 
2011 0.67 0.74 0.56 0.47 0.34 0.19 0.18 0.20 0.26 0.48 0.77 0.76 0.47 
2012 0.96 0.90 0.70 0.59 0.63 0.36 0.34 0.24 0.23 0.49 0.57 0.73 0.56 
2013 0.76 0.81 0.91 0.72 0.58 0.31 0.25 0.22 0.20 0.42 0.75 1.08 0.58 
2014 0.96 0.73 0.89 0.65 0.39 0.29 0.24 0.24 0.24 0.71 1.02 0.65 0.58 

資料：イタリア農業年鑑

海外情報
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（表７）。項目別に見ると、肥料、苗、かん
がい、農薬など資材費が最大で、同455ユー
ロ（５万2325円）と全体の約４割を占め
る。次いで、人件費が同343ユーロ（３万
9445円）と同３割を占める。トマトの生
産コストは、肥料、苗、農薬など資材費お

よび燃料費の値上がりによって過去20年
間で20％以上の上昇となっている。

価格交渉などを行う業界団体は、イタリ
ア食品生産工業協会（AIIPA）、野菜ジャ
ム協会（ANICAV）のほか、生産者・加
工業者の団体である北イタリア加工用トマ
ト垂直部門間組織（ＩＯ）がある。南部で
は2014年に、中部・南部トマト工業会が
設立されたが、メンバーの脱退が相次ぐな
どしている。また、地中海地域のトマト加
工業者を代表する業界団体としては、地中
海地域トマト加工国際協会（AMITOM）
がある。

各団体の概要は、表８のとおりである。

５　トマト加工品の輸出動向
（１）輸出先別輸出量・額

イタリアのトマト加工業は、もともと輸

出産業として発展してきた。第２次世界大
戦後の経済成長により国内市場が拡大した
ものの、いまだ加工品の６割は輸出向けで

表８　主要な業界団体

名　称 地域
（本部所在地） 概　要

イタリア食品生産工業協会
(Associazione Italiana Industrie 
Prodotti Alimentari：AIIPA)

北部
（ミラノ）

◦北部においてトマトの生産者販売価格の交渉などを行う食品生産業者を代表す
る中心的団体。

◦野菜・果物加工品のほか、冷凍食品、飲料、栄養食品などさまざまな加工食品
生産業者およそ 300社が加盟。

◦野菜・果物加工品ではトマト加工品を含め 7つの製品カテゴリーがあり、90
社が加盟。

野菜ジャム協会
 (Associazione Nazionale 
Industriali Conserve Alimentari 
Vegetali：ANICAV)

南部
（ナポリ）

◦南部においてトマトの生産者販売価格の交渉などを行う野菜・果物缶詰加工生
産業者を代表する中心的団体。

◦イタリアのトマト加工業者全体の 3分の 2が加盟。

北イタリア加工用トマト垂直部
門間組織
（Organizzazione 
Interprofessionale del Nord 
Italia per il Pomodoro da 
Industria：IO）

北部
（パルマ）

◦ 15 の生産者団体に属する 1695 農家と 24の加工業者（29加工工場）が加盟。
加盟者で、イタリアのトマト加工品の 5割を生産。

◦ＥＵの共通農業政策（ＣＡＰ）の改革に対応するため、エミリア＝ロマーナ州
のパルマが中心となって 2007 年に設立された組織。

◦多くのワーキンググループがあり、ＣＡＰへの対応のほか、生産・加工段階で
の環境問題、加工用トマトの新品種の生産試験、業界共通の関心事項に関する
研究活動の調整、生産データの収集などのテーマごとに活動。

中部・南部トマト工業会
（the Distretto del Pomodoro da 
Industria del Sud）

中部・南部

◦トマト生産者・加工業者間の調整を行うことを目的として 2014 年に設立され
た新しい団体。

◦2015年には発足時の11生産者団体のうち、少なくとも7団体（Apo Foggia, 
FIMAGRI, CONAPO, La Palma, Apom, Assodaunia and Pomoidea）が、契約
違反があったなどとして脱退を表明している。

地中海地域トマト加工国際協会
（Mediterranean International 
Association of the Processing 
Tomato：AMITOM）

地中海地域
（フランス
アヴィニョン）

◦ 1978 年に設立された地中海地域のトマト加工業者を代表する組織。
◦フランス、ギリシャ、イタリア、ポルトガル、スペイン、エジプト、イスラエ
ル、チュニジア、トルコの 9カ国がメンバー国。アルジェリア、イラン、マルタ、
ロシア、ウクライナ、シリアの 6カ国が準メンバー国。

◦情報収集や調査研究活動のほか、隔年で世界加工トマト会議を開催。2014 年
の第 11回会議の開催地はイタリア。

表７　�フォッジア県における長トマトの生
産コスト例（2014年）

� （ユーロ/10アール）

項　目 金　額
人件費 343
資材費（肥料、苗、かんがい、農薬など） 455
サービス費（土地代、保険など） 260
その他 48

合　計 1,106
資料：Terraevita n.16-2015
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あり、イタリアの果物・野菜加工品の中で
も最も多い輸出品目となっている。輸出さ
れる主なトマト加工品は、固形のホール・
ダイスのトマトであり、同国のブランド力
もあり、このカテゴリーでは世界最大の輸
出量を誇る。また、濃縮トマトを原料とし
たピューレ、ペーストなどその他トマト調
製品は、中国に次いで世界で２番目に大き
い輸出国となっている。

2015年のトマト加工品輸出量は、ホー

ル・ダイスとその他調製品を合わせて前年
比2.4％増の188万トンとなった（表９、
10）。内訳は、ホール・ダイスのトマトが
全体の65％に当たる123万トンで、その
他トマト調製品が残りの35％に当たる66
万トンとなっている（図６）。輸出量は、
ここ数年はほぼ横ばいで安定的に推移して
おり、ホール・ダイスとその他調製品の割
合も近年ほぼ変化なく推移している。

表９　ホール・ダイストマトの輸出推移

国名
輸出量（千トン） 輸出額（百万ドル）

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
英国 262 263 243 257 233 220 231 226 221 242 238 188 
ドイツ 171 172 172 192 188 193 133 136 135 156 171 145 
米国 89 99 101 104 103 111 69 82 83 91 96 90 
日本 86 87 98 92 94 92 87 88 100 99 103 82 
フランス 87 94 86 84 85 73 82 86 80 83 91 59 
豪州 56 60 60 61 60 62 48 53 53 55 58 50 
オランダ 35 38 34 35 37 56 28 29 28 30 34 39 
ベルギー 40 44 43 45 41 43 33 36 34 36 37 31 
スウェーデン 23 23 21 21 26 27 23 24 21 23 29 27 
サウジアラビア 18 17 21 22 23 23 26 27 20 22 27 23 
その他 250 268 261 287 295 325 200 226 225 264 288 255 

合　計 1,116 1,165 1,137 1,200 1,187 1,226 960 1,012 999 1,101 1,170 987 

資料：国際貿易センター（ITC）

表10　その他トマト調製品の輸出推移

国名
輸出量（千トン） 輸出額（百万ドル）

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
ドイツ 204 200 181 192 187 182 207 197 178 192 210 179 
フランス 65 66 69 74 72 69 81 80 83 95 96 81 
英国 48 50 49 54 54 58 63 61 63 68 72 65 
リビア 35 54 12 40 43 48 39 80 15 54 57 58 
オランダ 27 27 21 24 25 33 32 32 26 29 33 34 
ベルギー 23 31 24 25 29 22 25 31 26 29 28 23 
オーストリア 14 16 17 17 16 17 15 17 17 18 19 16 
スイス 16 15 17 18 15 14 18 17 21 23 22 19 
スーダン 6 10 12 7 7 14 7 12 14 8 11 17 
豪州 9 9 12 12 13 14 10 10 11 13 16 14 

日本 5 8 9 10 8 7 5 8 11 11 10 7 
その他 217 219 230 217 182 179 264 264 275 273 240 205 

合　計 671 703 654 689 651 656 768 807 739 814 814 717 

資料：ITC
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主な輸出市場はＥＵ域内となっており、
トマト加工品の輸出量全体の６割弱を占め
る。中でも、ドイツ、英国、フランスが主
要な輸出先となっている。そのほか、オラ
ンダ、ベルギーなどへ輸出している。一方、
ＥＵ域外では、ホール・ダイスのトマトを
中心に、米国、日本、豪州の輸出割合が高
い。これら主要市場への輸出量は、近年、
比較的安定して推移しており、大幅な増減
は見られない。

ただし、市場で販売されるトマト缶の８割
がイタリアからの輸入品である豪州では、イ
タリアからのトマト加工品輸出がダンピング
に当たるとして、2016年２月、豪州政府が、
イタリアのトマト缶生産業者であるFeger di 

Gerardo Ferraioli社とLa Doria社にそれぞ
れ8.4％と4.5％のダンピング関税を課すこ
とを決定した。豪州反ダンピング委員会は、
ＥＵのトマト生産者に対する補助金（直接支
払い）が、イタリアのトマト加工品原料の価
格を押し下げ、安いトマト加工品の生産を可
能にしているとしている。豪州政府のダンピ
ング関税の適用は、今後の豪州向け輸出に影
響を与える可能性がある。なお、豪州政府が、
イタリアのトマト缶に対してダンピング関
税を課すのは、今回で２回目である。

一方、主要国以外でも、中東（アラブ首
長国連邦、カタールなど）、アジア（タイ、
インド）、東欧（ブルガリア）など、今後
さらなる経済発展と食生活の多様化が見込
まれる新興国に対する輸出の伸びが期待さ
れている。

なお、イタリアでは、2000年代後半に
中国産の輸入トマト加工品原料を使用した
安価なトマト加工品のアフリカ向け輸出が
伸び、2009年には19万トンのピークに
達した。しかし、その後、原料原産地名の
表示を義務付けるＥＵ規則の施行などによ
り中国からのトマト加工品原料の輸入は縮
小し、それと共にアフリカ向け輸出量も減
少している。

ホール・

ダイストマト

123万ト ン 

その他トマト

調製品

 66万トン 

65% 

35% 

図６  トマト加工品の種類別輸出割合（2015年）

資料：ITC

写真３　�イタリア産トマト加工品（ホー
ル・ダイス）の販売の様子

写真４　�イタリア産トマト加工品（ピュー
レ）の販売の様子
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（２）輸出価格
国際貿易センター（ＩＴＣ）の統計によ

れば、イタリア産トマト加工品の過去5年
間の平均ＦＯＢ価格は、輸出量が多いホー
ル・ダイスのトマトでは、スペイン産や米
国産に比べると高い傾向にあるものの、イ

タリア産のもつブランド力から、価格が他
国との競争力に大きな影響を与える傾向は
見られない（表11）。その他トマト調製品
では、中国産や米国産と比較すると割高と
なっており、このカテゴリーではやや競争
力を欠いている状況にある。

（３）輸出の流通構造
イタリアの大手トマト加工業者は、自社で

輸出部門を有し、海外の小売業者や食品製造
業者、輸入業者などに直接トマト加工品を販
売しているケースが多く、特に主要な輸出
市場であるＥＵ域内の大手小売業者とは、
直接取引を行っていることが多い（図７）。

日本の大手食品製造業者や輸入業者は、
トマト加工業者から直接買い付けている
ケースや、日本市場に特化した仲介業者を
介して輸入しているケースなどがある。
メーカーによっては、現地の提携工場に自
社ブランドの生産を委託し、商品の開発、
原料の調達から加工に至るまで、品質・工
程管理を行っている場合もある。このほか、
一般家庭向けのトマト缶の輸入には中小の

写真５　�イタリア南部におけるトマト収穫
作業

農　家

トマト製造業者

食品製造
業者

輸出業者

国内市場

小売業者 食品製造業者
輸入業者
小売業者

外食業者

消費者 消費者

輸出市場

農業協同組合・生産者団体（OP）

図７　トマト加工品のサプライチェーン

表11　主要国のトマト加工品の輸出価格の推移
（米ドル／トン）

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015
ホール・ダイスのトマト
イタリア 860 869 879 917 986 805 
スペイン 732 696 640 741 715 570 
米国 792 750 759 758 797 822 
その他トマト調製品
イタリア 1,142 1,151 1,129 1,180 1,251 1,093 
スペイン 1,208 1,109 1,119 1,257 1,302 1,087 
中国 792 844 861 998 1,113 934 
米国 867 789 793 800 839 908 

資料：ITC
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食品輸入業者が多く関わっている。
伝統的なトマト生産地域であるナポリと

サレルノの間のアグロ・サルネーゼ・ノ
チェリーノ地域は、トマト加工品の輸出基
地としても重要となっており、毎年10億
個以上ものトマト缶が、12万個以上のコ
ンテナに積まれてトマト加工工場からサレ
ルノ港に向けて出荷される。イタリアから
のトマト加工品の全輸出量のうち７割がこ
のサレルノ港とナポリ港から世界各国に輸
出されている。

（４）日本市場におけるイタリア産トマト加
工品

日本のトマト加工品の輸入量は、2012
年にリコピンブームにより27万トンの
ピークに達した後、緩やかな減少傾向とな
り、2015年には約24万トンとなった（図
８）。このうち約50％に当たる12.1万ト
ンがビューレ等となり、約45％に当たる
10.9万トンがホール・ダイスのトマトな
どとなっている。

イタリアのトマト加工品は、日本の輸入
量全体の43％を占めており、特に一般家
庭向けにも多く販売されているホール・ダ

イスのトマトでは、９割以上を占め、日本
市場では同国のブランド力などを背景に、
圧倒的なシェアを誇っている。2015年の
イタリアからのトマト加工品の輸入量は、
前年比1.5％増の10.4万トンであり、うち
9.9万トンがホール・ダイスのトマトを含
むその他トマト加工品であり、うち0.5万
トンがピューレ等となっている（図９）。
日本のトマト加工品輸入量はここ数年やや
減少傾向にある中、イタリア産はほぼ横ば
いで推移している。前述の通り、イタリア
産のトマト加工品は、中国産や米国産と比
較して高価なため輸入は限定的であるが、
同国のブランド力により輸入量は維持され
ている。

地中海性気候で生産されたイタリア産ト
マトは、うま味が強く、特にトマトソース
に向いているとされ、一般家庭向けのほか、
加工業務用としてパスタソース生産などに
多く消費されている。イタリアから輸入さ
れるホール・ダイスのトマトの約３割は一
般家庭向けとして量販店で販売され、約７
割が加工業務用として、中食や外食で使用
されている。一般家庭向けは、200グラ
ム入りの缶詰が主流となっており、多くの
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（千トン） 

（年） 

イタリア 米国 中国 その他 

図８　日本のトマト加工品の国別輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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輸入業者や食品メーカーが取り扱ってい
る。一方、加工業務用では用途や規模に応
じて2.5〜200キログラムのドラム缶や、
５キログラムのアルミパウチ入りのものな
どが輸入されている。

近年の傾向としては、メーカー向けや加
工業務用で、ダイストマトをさらに細かく
したポルパフィーネの利用が増えている。
また、一般家庭向けでは、従来のアルミ缶
に代わって紙パックのホール・ダイスのト
マト製品を普及させようという動きがある
が、包装資材としてはアルミ缶の方が紙
パックより安価なため、期待されているほ
どは現時点では普及していない。

イタリア産トマト加工品の輸入量は、輸
入量が全体的に最大となった2012年のリ
コピンブーム時よりも2015年の方が上
回っており、食の洋風化やイタリア料理の
根強い人気、イタリア産食品の高いブラン
ド力により、今後も安定的に推移していく
ものとみられている。

６　おわりに
イタリアのトマト加工業は、もともと輸

出産業として発展を遂げてきており、現在

も加工品の６割は輸出向けとなっている。
同国にとって、ＥＵ域内が最も重要な輸出
市場とはなっているが、域外である日本も
米国や豪州と並び、安定的に供給できる重
要な市場の一つとなっている。また、新た
に、中東やアジアなど、さらなる経済発展
などが見込まれる新興国に対する輸出の伸
びが期待されている中、主要な加工基地で
ある南部のカンパニア州、北部のエミリ
ア＝ロマーナ州では、企業の統廃合による
大規模化と効率化が進んでいる。

一方、ＣＡＰ改革への対応、豪州政府に
よるダンピング関税の適用、南部の移民労
働者問題など、業界として取り組みが必要
な課題も多くみられ、今後、同国の生産体
制の変化やこうした課題への対応が、どの
ように生産および輸出の動向に影響してい
くか、注目されるところである。

イタリア産トマト加工品は、価格面では
競合する主要生産国である中国産、米国産
などと比較して割高である。しかし、長い
伝統によるブランド力などを背景として、
新たな市場の拡大も含め、今後も引き続き
国際市場をリードしていくとみられる。
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図９　日本のイタリア産トマト加工品の輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）




